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1.J グリップ Hとコンクリートとの付着の照査実施
2. 曲げ断面照査は RC換算（完全付着）
3. せん断耐力は、コンクリート負担分と鋼材ウェブ負担分の合計
4. 仮設時の剛性は (EI)eq=0.6(EcIc+EsIs) で評価

概　要

付着に対する照査

有効断面の考え方
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微小区間内でのコンクリート圧縮応力
の変化分を付着力によりＨ鋼へ伝達

断面 実際の応力分布 付着照査用応力分布

Δ
Δ

仮設時 本体断面照査時

泥水の影響考慮

期間が短いため
腐食は考慮しない

鋼材腐食代考慮
かぶり部分は無視
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RCスラブとの接合例

スラブ主筋 スラブ主筋

補強鋼板 補強鋼板

カプラー カプラー

溶接

突起付Ｈ鋼
Ｈ600×300

突起付Ｈ鋼
Ｈ600×300

トレミー管Φ230
トレミー管Φ230

トレミー余裕Φ500
トレミー余裕Φ400
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